
介護職員等処遇改善加算 

社会福祉法人和楽会の介護職員等処遇改善加算の取得状況の公開と、職場環境改善の取り組みにつ

いてご紹介します。 

介護職員等処遇改善加算の取得状況 

〇介護職員等処遇改善加算１ 

・特別養護老人ホーム和楽荘 

・和楽荘短期入所生活介護事業部 

・和楽荘通所介護事業部 

・和楽荘訪問介護事業部 

 

〇賃金以外の処遇改善に関する具体的な取り組み内容 

 職場環境等要件 当法人としての取り組み 

入職促進に向

けた取り組み 

① 法人や事業所の経営理念やケア方

針・人材育成方針、その実現のため

の施策・仕組みなどの明確化 

② 事業所の共同による採用・人事ロー

テーション研修のための制度構築 

③ 他産業からの転職者、主婦層、中高

年齢者等、経験者・有資格者にこだ

わらない幅広い採用の仕組みの構築 

④ 職場体験の受け入れや地域行事への

参加や主催等による職場魅力度向上

の取り組みの実施 

・己の和・連帯の和・地域との和、和

の三原則より生まれる調和を私たち

が求めていく「未来永劫続く福祉」

として Mission・Vision・Value に落

とし込むことで、理念の浸透を推進

していきます 

・他産業からの転職者など有資格にこ

だわらない事業所での共同採用を行

い、資格取得の支援、正社員転換制

度など導入しています 

・地域の学校から職場体験や実習の受

け入れを行っています 

・地域の行事に参加し、福祉への理

解、法人の魅力を発信しています 

資質の向上や

キャリアアッ

プに向けた支

援 

⑤ 働きながら介護福祉士取得を目指す

ものに対する実務者研修受講支援

や、より専門性の高い介護技術を取

得しようとするものに対する者に対

するユニットリーダー研修、ファー

ストステップ研修、喀痰吸引、認知

症ケア、サービス提供責任者研修、

・研修・資格取得費用等助成要綱を定

め、職員の育成および職務遂行能力

の向上を図り、利用者へのサービス

向上につなげています 

・キャリアパスフレームを活用し、定 

期的な面談を行っています 

・メンター制度を導入しています（実 



中堅職員に対するマネジメント研修

の受講支援等 

⑥ 研修の受講やキャリア段位制度と人

事考課との連動 

⑦ エルダー・メンター（仕事やメンタ

ル面のサポート等をする担当者）制

度等導入 

⑧ 上位者・担当者等によるキャリア面

談など、キャリアアップ・働き方等

に関する定期的な相談の機会の確保 

績あり） 

 

両立支援・多

様な働き方の

推進 

⑨ 子育てや家族等の介護等と仕事の両

立を目指す者のための休業制度等の

充実、事業所内託児施設の整備 

⑩ 職員の事情等の状況に応じた勤務シ

フトや短時間正規職員制度の導入、

職員の希望に即した非正規職員から

正規職員への転換の制度の整備 

⑪ 有給休暇を取得しやすい雰囲気・意

識づくりのため、具体的な取得目標

を定めたうえで、取得状況を定期的

に確認し、身近な上司等からの積極

的な声かけを行っている 

⑫ 休暇の取得促進のための、情報共有

や複数担当制度等により、業務の属

人化の解消、業務配分の隔たりの解

消を行っている 

・育児休業及び介護休業等に関する規 

程を定め、それぞれの家庭の事情に

合わせて、仕事の両立ができるよう

に時間短縮勤務等柔軟な働き方を整

備しています 

・勤務表作成時に、休み希望の確認を

行い勤務表を作成しています 

・非正規職員から正規職員への転換実

績あり 

・有給休暇とは別にリフレッシュ休暇

など年次有給休暇の取得がしやすい

環境を整えています 

 

腰痛を含む心

身の健康管理 

⑬ 業務や福利厚生制度、メンタルヘル

ス等の職員相談窓口の設置等相談体

制の充実 

⑭ 短時間勤務労働者等も受診可能な健

康診断・ストレスチェックや、従業

員のための休憩室の設置等健康管理

対策の実施 

⑮ 介護職員の身体の負担軽減のため介

護技術の習得支援、職員に対する腰

痛対策の研修、管理者に対する雇用

管理改善の研修等の実施 

⑯ 事故・トラブルへの対応マニュアル

・毎年、短時間労働者を含めて健康診 

断・ストレスチェックを実施し、希

望者には保健指導を行っています 

・休憩室設置しています 

・職員の健康のため毎日 11 時、ラジオ 

 体操の時間を設けています 

・腰痛予防のためノーリフティング委

員会を立ち上げ勉強会を行っていま

す 

・事故防止委員会他、各種委員会の運 

営やマニュアルの作成を実施してい

ます 



等の作成等の体制の整備 

 

 

生産性向上 

（業務改善及

び働く環境改

善）のための

取り組み 

⑰ 厚生労働省が示している「生産性向

上ガイドライン」に基づき、業務改

善活動の体制構築（委員会やプロジ

ェクトチームの立ち上げ又は外部の

研修会の活用等）を行っている 

⑱ 現場の課題の見える化（課題の抽

出、課題の構造化、業務時間調査の

実施等）を実施している 

⑲ ５Ｓ活動（業務管理の手法の 1つ。

整理・整頓・清掃・躾の頭文字をと

ったもの）等の実践による職場環境

の整備を行っている 

⑳ 業務手順書の作成や、記録・報告様

式の工夫等による情報共有や作業負

担の軽減を行っている 

㉑介護ソフト（記録、情報共有、請求

業務転記が不要なもの）、情報端末（タ

ブレット端末、スマートフォン端末

等）の導入 

㉒介護ロボット（見守り支援、移乗支

援、移動支援、排泄支援、入浴支援、

介護業務支援等）又は、インカム等の

職員間の連絡調整の迅速化に資する

ICT 機器（ビジネスチャットツール含

む）の導入 

㉓業務内容の明確化と役割分担を行

い、介護職員がケアに集中できる環境

を整備。特に、間接業務（食事等の準

備や片付け、清掃、ベッドメイク、ご

み捨て等）がある場合は、いわゆる介

護助手等の活用や外注等で担うなど、

役割の見直しやシフトの組み換え等を

行う 

㉔各種委員会の共同設置、各種指針・

計画の共同策定、物品の共同購入等の

・「「介護職サポートセンターひろしま」 

 の伴走支援に挑戦し、業務改善に取 

り組みました。その後も環境整備を 

目的とした「５Ｓ委員会」ケア方法 

を見直すことを目的とした「ユニッ

トケア推進委員会」腰痛予防対策、介 

護技術の向上を目的とした「ノーリ 

フティング委員会」を立ち上げ、部 

署を超えて法人全体で取り組んでい 

ます 

・chat 機能や、無料のアプリを使用し 

 情報機能にかかる時間を大幅に削減 

しています 

・クラウド型介護ソフト、タブレット 

端末を導入し、記録作業や情報共有 

介護計画書作成にかかる時間の短縮 

に取り組んでいます 

・介護ロボット（自動体位交換エアー 

マット、バスリフト等）導入してい 

ます 

・複雑なパソコン業務は、システムエ 

ンジニアに外注し、法人の使いやす 

いプログラミングの作成を依頼して 

います 

・清掃、洗濯、ごみ捨て、ベッドメイ 

ク、設備点検等は介助員を活用して 

いくことで、様々な雇用形態を推進 

し、介護職の負担軽減に努めていま 

す 

・各事業所で行っている研修のほかに

新規職員研修、BCP 研修、防災訓

練、虐待防止研修、接遇研修、ハラ

スメント研修、法令順守・個人情報

保護研修、感染症研修、認知症研修

等全職員対象に行っている。 



事務処理部門の集約、共同で行う ICT

インフラの整備、人事管理システム等

の共通化等、協働化を通じた職場環境

の改善に向けた取り組みの実施 

・経理、労務関係、人事関係は事務所

で集約して行い職場環境の改善に向

けた取り組みを行っています。 

・クラウド型介護ソフト導入により、 

多職種連携、情報共有を行っていま

す  

やりがい・働

きが醸成 

㉕ミーティング等による職場内コミュ

ニケーションの円滑化による個々の介

護職員の気付きを踏まえた勤務環境や

ケア内容の改善 

㉖地域包括ケアの一員としてのモチベ

ーション向上に資する、地域の児童・

生徒や住民との交流の実施 

㉗利用者本位のケア方針などの介護保

険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会

の提供 

㉘ケアの好事例や、利用者やその家族

からの謝意等の情報を共有する機会の

提供 

・随時・定時各事業所がミーティング

を行い、月に１回全事業所で情報共

有し、各々の課題に対して助言や提

案を行っています。また、効果のあ

ったものは情報共有し各事業所同士

が垣根なく取り組める体制に努めて

います 

・こども 110 番の家登録、地域の中学

校から職場体験の受け入れ、高校に

出張講座、町内会への出張講座等行

っています 

・一時避難所として地域交流室を開放

し、防災訓練も地域の方に参加して

いただくなど合同で防災に取り組ん

でいます 

・認知症カフェ運営 

・施設内での研修、グループワークを 

定期的に行っています。また、外部 

講師を招いての研修も積極的に行う 

ことで、新しい知識の習得にも努め 

ています。 

・好事例等は、複数人の前で発表して 

います 

 

 


